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ここ数ヶ月の政府軍と LTTE の戦闘の焦点は、LTTE の拠点であるキリノッチである。2007 年 3 月
に LTTE から東部を奪還した政府は、北部ジャングルに位置し LTTE 支配の拠点と目されるキリノ
ッチに迫っている。 
 













による LTTE の制圧を追求していることに 75％が賛成




は 2009 年末までには終結するだろうと期待している。戦後についても 53％が平和が保たれると予測
している。世論調査の結果で、何よりも政府を後押しするのは、91％の人々が「LTTE はタミル人の
利益を代表していない」と考えているという事実である。現大統領もこの点を明確に打ち出している。


























ちにやめさせるよう要求した。インド中央政府は即応しナラナヤン国家安全保障顧問が 10 月 6 日に
在インド・大使次席を呼びつけ、インドの深い遺憾を通告した。外交上、異例の手続きであった。 
 











ろか激化していった。10 月 14 日には全政党集会が開催され、スリランカにおける停戦要求、スリラ
ンカ・タミル人国内難民への救援物資供給、インド人漁師らに対する攻撃の停止など 6 項目の要求が
提示され、特に停戦に関しては、2 週間以内の実現を求め、実現されない場合は DMK 国会議員の辞















和維持軍（IPKF）のスリランカ派遣の失敗（1987～1990 年）、ラディーブ元首相暗殺（1991 年 5
月）以降、スリランカの民族問題に関しては一貫して距離を置く姿勢を保ってきたからである。 
 
今回のインドの、介入に近い要請に関して、スリランカ側はヒステリックになることなく比較的冷静
に対処した（軍上層部の発言がインドで物議を醸しはしたが）。TN 側の動きがあくまで国内政治を反
映したものであり、同胞タミル人保護という感情を利用した煽動であることは明らかである。インド
中央政府もスリランカもそれを理解しつつやり過ごす方針だろう。 
 
しかし、TN 州の批判を意味のないものとして単に受け流すのはスリランカ政府にとって危険である。
すでに述べたように、コロンボ在住の多くの人々は、LTTE と一般のタミル人の間には深い溝がある
と考えている。それは、一時期は正しかった。多くの一般タミル人は、LTTE の過酷な支配から逃れ
たがっていた。LTTE は支配地域において課税し、学生らを強制的に徴兵し続けていた。しかし、国
際機関が撤退させられ、政府軍の空爆が繰り返される状況では、たとえ彼らが LTTE によって人間の
盾として政府軍との緩衝材に使われていると自覚していたとしても、反政府感情が生まれることは想
像に難くない。LTTE が弱体化し、それに対する政府軍の攻撃が強まるときこのような感情は繰り返
し生じてきた。スリランカ政府としてはキリノッチに一気に攻め込みたいところではあろうが、今後
の和平などを考慮しつつ、北部タミル人支援･保護を平行して行うべきだろう。 
 
 
 
 
